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人口   16,640(-28) 人 
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帯  7,375(- 6)世帯 
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隠岐水産高校創立１００周年記念
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観光特集

２３
観光特集

自発的に隠岐の島ＰＲ活動を実践されたグループを紹介します！

隠岐の島町美容師組合

西郷中学校

●業界誌を活用してのＰＲ

●島根県土地家屋調査士会の

会報誌の表紙に隠岐支部会員の

渡辺義正氏が「玉若酢命神社

御霊会風流」の写真を提供さ

れ、また表紙裏には御霊会風

流の説明も掲載し会員及び業

界関係者、関係団体に配布さ

れました。

●活動期日：

　平成１９年９月４日（火）

●活動場所：松江駅・島根大学

（松江市）、京都市、奈良市

●イベント名：

　修学旅行を利用しての観光ＰＲ

〔松江駅にて〕

　自作のパンフ、チラシを配布

しオリジナルポスターを掲げ、

銭太鼓としげさ踊りを披露しま

した。水産高校の缶詰、そばか

りんとう、アゴだしなどを試食

してもらいながらの販売も行い

ました。プレスリリースする事

により、この模様をＴＶ局４社、

新聞社６社が取材に来られマス

コミ媒体での露出チャンスを獲

得しました。

〔京都・奈良にて〕

　終日、オリジナルＴシャツを

着て活動しました。総勢70名も

が同じＴシャツを着て歩いてる

だけで、至るところで声をかけ

られたり、写真を撮られたりし

ました。嵐山では天龍寺の和尚

さんが早朝座禅の講話の中で

「自分たちの出身地を堂々とＰＲ

する姿勢に感銘を受けました」

と絶賛されたそうです。

土
地
家
屋
調
査
士
会

●活動期日：

　平成１９年８月２７日（月）

●活動場所：

　くにびきメッセ（松江市）

●イベント名：

　第91回 トップマスターズラ

　イン発表会

●全国の美容師の資質向上を目

的として開催された発表会会場

内で、特産品等を持ち込み宣伝

活動を行いました。県内外から

3,000人以上の来客があるイベ

ント機会を利用して、宣伝活動

への取組みを美容師組合自らの

提案により、準備され積極的に

活動されました。ポスター、スタッフウエアー等は役場が提供。また観光パンフ、

特産品チラシ等は観光協会や各企業が提供しました。

ＪＲ松江駅にてＪＲ松江駅にて

自分もやってみたい！という方は
こちらへご相談ください

隠岐の島町役場
観光商工課 ◆

電 話：08512-2-8575
E-mai l ： kankou@town.okinoshima.shimane.jp

●全国的には知られていない

●絶え間ない「隠岐情報」の発信

●マスコミ媒体との連携、コネク

　ション確立

●口コミ情報伝搬の重要性

●出郷者への情報提供

●隠岐ファン獲得

●旬な情報発信による

　旅への誘い

●旅行会社との連携

●飛行機、船便の利用しやすさ向上

●タクシー、レンタカー、バス等

　の二次交通の充実

●宿泊施設でのもてなし

●隠岐らしい「食」の提供

●素材の発掘と経験値の向上

●観光ガイドの育成

認知度 ～知名度アップ～

誘 客 ～旅行への誘発～

受入れ ～満足度のアップ～

～観光を機軸にした隠岐の島町の進む道～

町町民 観光宣伝観光宣伝マン目指ン目指して！町民 観光宣伝観光宣伝マン目指ン目指して！総総

■ 町民協働のまちづくり ■
　本町の観光客は、１９７０年代の離島ブームの波を受け増加してきましたが、平成８年の２３万３千人を

ピークに年々減少し、平成１８年には１４万５千人にまで落ちこんでいます。このような状況の中、今年

３月に、『隠岐の島町絵の島花の島観光振興計画』が策定され、観光産業を本町の産業の機軸とするべく、

住民・行政・企業等が一体となった取り組みが始まっています。

　さて、この町に“来ていただく”には、まず、この町を“知っていただく”ことが大切です。町のＰＲと

いうと「大変で誰にでも出来ることではない」と思いがちですが、身近なところで、ちょっと気にするだけ

で意外にＣＭチャンスはあるのではないでしょうか？町民が我が町を良く知り、そして誇りを持って全国に

向けて堂々と胸を張って紹介する事ができて、この町に生活する限りなくすべての人が、自らの意識で行動

を起こせるようになった時、隠岐の島町はきっと誰もがうらやむ素敵な町になると思います。

たとえば…たとえば…
　隠岐の島ウルトラマラソンでは、全国３１都府県からたくさんの

ランナーの方が来島されました。隠岐の島で他では得られない感動を

得、満足度の高い体験をする事によって、リピート率の向上や新たな

来島者の獲得やＰＲに結びつくものと考え実践しています。

西郷中学校の修学旅行（奈良 東大寺にて）西郷中学校の修学旅行（奈良 東大寺にて）



まちのできごと

４

屋内温水プールで
スイミングカーニバル開催

隠岐の黒曜石が語る
古代のロマン

大きくなって帰ってきてね
マダイの稚魚を放流～布施

隠岐空港「空の日」開催
広い滑走路でのびのび

９月３０日

９月３０日

９月２０日

９月２２日

　９月３０日（日）、栄町の屋内温水プールで「第１

回スイミングカーニバル」が開催されました。水中二

人三脚やあめ取り競争、ターザンジャンプ、水上玉入

れなどの競技に、幼児から小学生までの約７０人が参

加しました。今回が第１回となる「水の運動会」です

が、子供たちは大きな歓声をあげて元気いっぱい楽し

んでいました。

　９月１日から３０日までの間、隠岐の島町図書館の

展示コーナーでは、県内や町内で出土した黒曜石を展

示する「３万年の里帰り　隠岐産黒曜石展」が開催さ

れました。

　その最終日となる３０日、『隠岐の黒曜石の世界』

と題して島根県埋蔵文化財調査センターの伊藤徳広氏

による展示解説が行われました。講演では、品質に優

れた隠岐産黒曜石が重宝され、全国に広がっていった

ことなどを紹介。参加者は物言わぬ黒曜石にまつわる

３万年のロマンに思いをはせていました。

　子供たちに水産業や魚のことをもっとよく知っても

らおうと、９月２０日（木）布施漁港で布施小学校の

児童によるマダイの稚魚放流体験が行われました。

　主催は町とＪＦしまね西郷支所で組織される「隠岐

島後地域水産振興部会」。この日は役場布施支所で水産

関係者による水産業などについてのお話があった後、

支所前の岸壁で放流が行われました。子供たちはそれ

ぞれ小さなバケツを手に、10cmほどの稚魚を次々と海

に放していました。

　９月２２日（土）、隠岐空港で恒例の「空の日」イ

ベントが開催されました。先着２００名のくじ引きを

目当てに、開始時間前から会場の隠岐空港ターミナル

ビル前には長蛇の列。エプロンにはＣ－１輸送機や

ＹＳ－１１が展示され、滑走路ではフリスビー大会や

ペットボトルロケット大会など、広い滑走路を使った

多彩な催しが行われました。

５
まちのできごと

蓮華会舞保存会が
町長に現状報告

隠岐の水産業を支え続けて百年
隠岐水産高校創立百周年記念事業が開催

１０月５日
　１０月５日（金）、隠岐国分寺蓮華会舞保存会の村上

秀男会長（写真中央）と吉田重治副会長（写真右）が役

場を訪れ、保存会の活動やこれからの見通しなどを町長

に報告されました。また、村上会長が手作りで復元した

面５点が披露されました。

　今年２月に隠岐国分寺が焼失した際、蓮華会舞で使用

する面や衣装、舞台なども一緒に失われましたが、文化庁

の半額補助と県、町、保存会が費用を負担し総額約９００

万円をかけ復元に取り組んでいました。この度、道具一

式の復元が完了する運びとなったため、１１月２５日に

開催される「隠岐乃國伝統芸能祭」で復活公演が行われ

ることが決まりました。

　平安時代の香りを今に伝える、貴重な伝統文化である

蓮華会舞。保存会をはじめとする関係者の方々の取り組

みには、「蓮華の火」を消すまいという熱意が伝わります。

　今年１００周年を迎える隠岐水産高校では、記念

事業として様々な行事が行われました。先月号です

でにお伝えした第１３回隠岐古典相撲大会をはじめ、

９月３０日（日）には水高生、一般合わせて８チー

ムが１８レースの熱戦を繰り広げたカッターレース

大会、１０月６日（土）は記念式典と元横綱北勝海の

八角信芳氏による記念講演、１０月７日（日）は記念

水高祭に加え“水産魂”である合言葉「熱・意気・

団結」が刻まれた記念碑の除幕式も行われ、１００

年という区切りの年を華やかなイベントで飾りまし

た。また１０月６日と７日には、ともに水高相撲部

ＯＢでもある福岡・竹谷の両力士も母校の記念行事

に訪れ、華を添えました。

　隠岐水産高校は明治４０年に西郷町外１１村組合

立甲種隠岐商船学校として設立。何度か改称したの

ち昭和２３年の学制改革で「島根県立隠岐水産高等

学校」に改められ、現在まで１００年間で７，０００

名以上の卒業・修了生を送り出してきました。

９月３０日
１０月６日，７日



まちの施策

６

五箇診療所

地
域
医
療
に
つ
い
て

保
健
課
長　

岩

水　

守

◆
診
療
所
の
概
要

　

本
町
の
診
療
所
は
、
診
療
所
３
ヶ
所
、

へ
き
地
診
療
所
２
ヶ
所
、
歯
科
診
療
所

３
ヶ
所
が
あ
り
、
疾
病
や
外
傷
等
に
対
す

る
治
療
は
も
と
よ
り
、
住
民
の
方
々
の
日

常
の
健
康
管
理
、
健
康
相
談
な
ど
「
か
か

り
つ
け
医
」
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
所
に
お
い
て
は
、
一

般
外
来
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
受
託
診
療
や
、
併
設
施
設

の
短
期
入
所
者
の
診
療
、
予
防
接
種
・
基

本
健
診
等
の
医
療
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、

医
師
・
保
健
師
・
栄
養
士
が
一
体
と
な
っ

た
個
別
指
導
を
充
実
さ
せ
、
地
域
に
密
着

し
た
保
健
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
夜
間
の
救
急
医
療
に
つ
い
て

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
、
住
民
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
営

め
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
診
療
所
に

お
け
る
夜
間
診
療
は
、
医
師
を
24
時
間
拘

束
す
る
こ
と
に
な
り
、
精
神
的
に
も
肉
体

的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
診
療
所
で
の
夜
間
の
救
急
医
療
に
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
診
療
所

の
先
生
方
に
も
隠
岐
病
院
の
当
直
や
時
間

外
待
機
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
在
宅
で

の
「
看
取
り
」
な
ど
に
、
隠
岐
病
院
で
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
医
師
及
び
看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て

　

隠
岐
で
地
域
医
療
を
担
う
医
師
及
び
看

護
師
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
高
等
学

校
と
連
携
し
島
根
大
学
医
学
部
や
看
護
短

期
大
学
の
地
域
推
薦
入
学
制
度
、
島
根
県

や
隠
岐
広
域
連
合
の
奨
学
金
制
度
な
ど
を

周
知
し
、
人
材
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
々
か
ら
隠
岐
出
身
、

お
よ
び
隠
岐
で
の
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
医

師
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
適
正
な

管
理
を
行
い
な
が
ら
、
医
師
確
保
の
た
め

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
隠
岐
病
院
の
整
備
に
つ
い
て

　

住
民
の
安
心
な
定
住
を
求
め
る
１
万
人

を
超
す
署
名
を
頂
い
た
隠
岐
病
院
の
新
築

に
つ
き
ま
し
て
は
、
隠
岐
病
院
の
経
営
状

態
の
悪
化
か
ら
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
優
先
し
な
が
ら
整
備
の
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
隠
岐
病
院
は
、
昭
和
51
年
に
建

設
さ
れ
、
築
後
30
年
を
経
過
し
た
こ
と
に

よ
る
老
朽
化
や
医
療
機
能
の
拡
充
に
よ
っ

て
充
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
な

ど
療
養
環
境
が
劣
悪
な
現
状
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
医
療
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
病
院
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
負

担
の
支
援
を
い
た
だ
く
島
根
県
と
協
議
を

行
い
、
本
町
に
お
け
る
財
政
面
の
検
証
を

行
い
な
が
ら
建
設
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
診
療
所
の
体
制
に
つ
い
て

第
５
回

診療所名

都 万 診 療 所

那 久 診 療 所

五 箇 診 療 所

久見へき地診療所

中 村 診 療 所

布施へき地診療所

担当医

齋藤先生

齋 藤 先 生

本 多 先 生

本 多 先 生

筑 後 先 生

筑 後 先 生

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

月曜日から金曜日
水曜日
休　診
月・木曜日
月曜日から金曜日
火曜日
休　診
月曜日
月・木曜日
月・水・木・金曜日
火・水・金曜日
火曜日

診 療 日

７
行財政改革

第
６
回

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
よ
る

　

省
エ
ネ
効
果
は
？

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

ゴ
ー
ヤ
（
ニ
ガ
ウ
リ
）
な
ど
の
つ
る

性
植
物
を
窓
の
外
に
這
わ
せ
る
こ
と
で

夏
の
日
差
し
を
和
ら
げ
、
室
温
の
上
昇

を
抑
え
、
冷
房
効
果
を
高
め
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
で
す
。

今
年
の
夏
は
猛
暑
日
と
い
う
新
し
い

気
象
用
語
ま
で
生
ま
れ
る
ほ
ど
の
猛
暑

で
、
隠
岐
地
方
で
も
最
高
気
温
は
８
月

16
日
に
35
．
６
℃
を
記
録
し
、
30
℃
を

超
え
る
真
夏
日
も
８
月
中
で
24
日
間
に

登
る
な
ど
取
り
分
け
厳
し
い
暑
さ
で
し

た
。そ

ん
な
中
、
役
場
本
庁
・
隠
岐
島
文

化
会
館
・
五
箇
支
所
・
五
箇
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
・
各
保
育
所
な
ど
の
公
共
施

設
に
５
月
半
ば
に
植
え
つ
け
た
ゴ
ー
ヤ

は
夏
の
暑
い
日
ざ
し
を
受
け
、
順
調
に

つ
る
を
巻
き
つ
け
、
施
設
の
壁
面
を
濃

い
緑
に
模
様
替
え
を
し
、
グ
リ
ー
ン
カ

ー
テ
ン
と
し
て
涼
風
を
運
ぶ
な
ど
そ
の

威
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

役
場
本
庁
で
は
自
動
ド
ア
の
開
閉
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
る
冷
房
効
果
の
向
上
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
対
応
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
に
よ
る
遮
光
・
冷
却
効
果
な
ど
の
相

乗
効
果
に
よ
っ
て
、
８
月
の
使
用
電
力

量
を
５
％
、
料
金
で
は
９
．
６
％
を
削
減

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

電
気
料
金
は
施
設
管
理
経
費
の
約
60

％
を
占
め
て
お
り
、
そ
れ
を
節
減
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
経
費
の
削
減
に
大
き
な

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
１
１
０
本
の
ゴ
ー
ヤ
を
植
え

つ
け
ま
し
た
。
休
日
の
水
や
り
な
ど
管

理
に
手
間
も
か
か
り
ま
す
が
、
来
年
の

夏
に
は
対
象
施
設
を
増
や
し
、
さ
ら
に

苗
の
本
数
も
倍
増
し
て
植
え
つ
け
る
な

ど
、
施
設
管
理
経
費
の
さ
ら
な
る
節
減

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大正６年８月の隠岐水産物品評会記念大会

昨
年
の
新
隠
岐
空
港
開
港
記
念
、
今
年
の

隠
岐
水
産
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
と
、

２
年
続
け
て
開
催
さ
れ
た
「
隠
岐
古
典
相
撲

大
会
」
。
夜
を
徹
し
て
、
３
０
０
番
以
上
が
取

り
組
ま
れ
る
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
島
中
が

燃
え
た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

隠
岐
の
相
撲
は
、
そ
も
そ
も
い
つ
頃
か
ら

ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
の
調
査
か
ら
は
、
は
っ
き
り
と
し

た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
伝
承
に

よ
る
と
、
江
戸
時
代
末
期
の
寛
政
年
間
、
水

若
酢
神
社
社
殿
の
改
築
に
あ
た
り
、
そ
の
資

金
を
集
め
る
た
め
に
相
撲
の
興
行
が
行
わ
れ

た
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

客
か
ら
木
戸
銭
を
集
め
、
そ
の
一
部
を
神
社

な
ど
の
修
繕
費
等
に
あ
て
て
い
た
こ
の
頃
の

相
撲
を
「
勧
進
相
撲
」
と
い
い
、
隠
岐
の
相

撲
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
「
宮
相

撲
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
若
酢
神
社
が
相
撲
の
桧
舞
台
と
呼
ば
れ

て
い
る
の
も
、
勧
進
相
撲
の
伝
統
に
よ
る
も

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

明
治
38
年
に
、
日
露
戦
争
戦
勝
記
念
と
し

て
、
西
郷
で
大
規
模
な
相
撲
大
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
こ
の
頃
に
は
、
祝
事
の

あ
っ
た
時
に
、
神
社
以
外
で
も
こ
の
よ
う
な

大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
エ
ピ
ソ

ー
ド
で
す
が
、
さ
す
が
に
「
日
露
戦
争
戦
勝

記
念
」
と
は
、
時
代
の
空
気
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
古
典
相
撲
は
二
番
勝
負
で
取
り
組

ま
れ
、
先
勝
し
た
力
士
が
次
の
勝
負
で
勝
ち

を
譲
る
こ
と
か
ら
、
人
情
相
撲
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
二
番
勝
負
、
古
く
か
ら
の
伝

承
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
、

昭
和
の
初
期
は
三
番
勝
負
も
あ
り
、
ま
た
、

昭
和
36
年
頃
ま
で
の
相
撲
で
は
二
番
続
け
て

の
勝
ち
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
勝
負
の
結
果

に
よ
り
後
に
し
こ
り
を
残
さ
な
い
よ
う
に
と

の
配
慮
か
ら
、
現
在
の
か
た
ち
に
落
ち
着
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
参
考
図
書　

隠
岐
古
典
相
撲
誌
（
隠
岐
古

典
相
撲
大
巾
会
）

わがとこわがとこ

隠岐古典相撲の
ルーツを探る

第8回 民俗編ｖｏｌ.1

知っとこ知っとこ



まなびのひろば

８９
まなびのひろば

町の元気印町の元気印町の元気印町の元気印

　平成 19 年度も前半が終わりました。図書館の４月か

ら９月の利用状況は下記のとおりです。

　昨年に比べ全ての数値が減少しています。イベント

数の減少や、職員体制が変わったため一時的にサービ

スの質が落ちたことなど、様々な原因が考えられます。

　年度の後半は、利用の減ってきているＡＶ資料（ＣＤ

・ビデオ等）の充実を図ったり、サービスの質を向上

させていきたいと思います。

　利用者の観点から、ここが悪い、もっとこうした方

がいいなどの意見がありましたらお聞かせください。

館内に投書用紙、投書箱も設置していますので、お気

軽にお寄せください。

　ただ今、隠岐の島町図書館展示コーナーにおいて、

「学校のお宝展」を開催しています。著名人の書や郷土

出身画家の絵など、町内の小中学校からお借りして展示

しています。

　普段は点在しているお宝を、この機会にぜひご覧下さ

い。展示期間は１１月３０日までです。

高宮清通写真集　隠岐の島　風景編

　都万出身の写真家・高宮清通さんが 5年間撮りためた

隠岐の風景の数々が収められた写真集です。

　普段、生活しているだけでは見えてこない隠岐の美し

い風景を堪能できる一冊です。

渾身　川上健一／著

　水若酢神社遷宮奉祝記念の隠岐古典相撲を舞台に、あ

る家族にスポットを当てた小説です。

　主人公英明の正三役大関取組の場面は臨場感たっぷり。

最後は英明一家の絆の深まりに感動できる一冊です。

　隠岐国分寺敷地内にある、創建当時

の本堂跡と思われる所が国の史跡指定

地になっています。元弘の変（1331）

により、隠岐に配流された後醍醐天皇

の行在所跡として史跡に指定されたも

のです。指定区域には４４個の礎石が

保存されています。

ご意見ください 学校のお宝展 開催中

おすすめの郷土資料
を
自
分
で
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。」
と
い
う
感
想
に
あ
る
よ
う
に
、
液

体
窒
素
に
つ
け
た
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
割
っ
た

り
、
バ
ナ
ナ
で
堅
い
も
の
を
叩
い
た
り
し

ま
し
た
。
１
、
２
秒
の
間
直
接
手
を
入
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。
床
を
転
が
る
液
体
窒

素
に
大
人
も
子
ど
も
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

最
後
に
万
華
鏡
作
り
を
し
ま
し
た
。
ビ
ー

ズ
が
入
れ
て
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
模
様
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。
曽
我
部
先
生
か
ら
「
万

華
鏡
は
い
ろ
い
ろ
な
模
様
が
で
き
る
。
同

様
に
君
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
困
難
な
こ
と
に
負

け
ず
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
人
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
の
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

親
子
と
も
に
色
々
な
こ
と
を
学
習
し
た
時

間
に
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
（
日
）
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

（
元
今
津
小
学
校
）
に
お
い
て
親
子
実
験

教
室
が
開
催
さ
れ
、
隠
岐
の
島
町
の
各
地

区
か
ら
親
子
60
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
は
島
根
大
学
の
名
誉
教
授
で
出

雲
科
学
館
館
長
で
も
あ
る
曽
我
部
國
久
氏

で
し
た
。
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
で
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
親
に
頼
り
す
ぎ
た
り
、
話
を
き
ち

ん
と
聞
か
な
け
れ
ば
、
厳
し
く
叱
る
と
い

う
前
提
で
実
験
教
室
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
振
動
や
ヘ

リ
ウ
ム
ガ
ス
に
よ
る
変
声
に
よ
り
空
気
の

存
在
や
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。「
自

分
の
声
が
気
持
ち
悪
い
。
」
と
い
う
子
ど

も
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
電
気
の
学
習

で
は
電
気
の
＋
－
が
あ
り
、
互
い
に
反
発

し
た
り
引
き
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
、
子

ど
も
の
体
や
風
船
を
使
っ
て
楽
し
く
実
験

し
ま
し
た
。
電
子
レ
ン
ジ
の
中
に
入
れ
た

電
球
や
蛍
光
管
を
発
光
さ
せ
る
実
験
で
は
、

料
理
さ
れ
た
も
の
や
食
品
の
栄
養
素
が
い

か
に
壊
さ
れ
て
い
く
の
か
の
説
明
が
あ
り
、

手
作
り
料
理
の
大
切
さ
を
大
人
た
ち
が
再

認
識
し
ま
し
た
。
一
番
人
気
だ
っ
た
の
が

液
体
窒
素
の
実
験
で
す
。
「
ち
ょ
っ
と
怖

か
っ
た
け
ど
、
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
実
験

　

９
月
29
日
、
第
１
回
隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ

ド
“
風
”
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
隠
岐
島
文
化
会

館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
に
親
し
ま
れ
て
き
た

「
隠
岐
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
、
昨

年
30
回
大
会
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
を
閉
じ
た

こ
と
か
ら
、
新
た
な
大
会
開
催
に
向
け
て
関

係
者
が
様
々
な
検
討
を
重
ね
、
島
民
が
健
康

づ
く
り
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
気
軽

に
参
加
で
き
る
大
会
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
２
２
５
名
の
参

加
者
が
町
中
に
設
定
さ
れ
た
３
キ
ロ
、
４
キ

ロ
、
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
、
沿
道
住
民
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
力
走
し
ま
し
た
。
一
般
参

加
者
の
中
に
は
、
遠
く
は
大
阪
、
熊
本
と
い

っ
た
本
土
の
ラ
ン
ナ
ー
24
名
も
出
場
し
、
隠

岐
の
島
町
観
光
協
会
か
ら
特
別
参
加
賞
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
の
部
は
３
人
の
合
計

タ
イ
ム
で
競
う
団
体
戦
も
設
け
ら
れ
、
男
子

で
は
布
施
中
学
校
「
爆
走
問
題
チ
ー
ム
」
が
、

女
子
で
は
「
西
郷
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
」
が
優
勝
し
、
真
新
し
い
カ

ッ
プ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

ペ
ア
の
部
は
、
子
ど
も
が
ゴ
ー
ル
付
近
で

遅
れ
た
お
父
さ
ん
を
待
ち
続
け
、
お
父
さ
ん

が
子
ど
も
に
し
か
ら
れ
る
普
段
と
は
逆
？
の

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
と
大
人
が

コ
ー
ス
を
並
ん
で
走
り
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー

ル
し
、
秋
晴
れ
の
下
で
親
子
の
触
れ
合
い
を

深
め
ま
し
た
。

としょかん ●開館時間 10時 ～18時
●休 館 日（月曜日・第３日曜日・祝日）
※祝日が月曜、第３日曜と重なった
　場合は翌日も休館

隠岐の島町立図書館
電 話 08512-2-2341

ＦＡＸ 08512-2-9198
メール s-tosho@mx.miracle.ne.jp

　今回の元気印は、飯田小学校６年生で９月１６日大阪で開催された都道府県対抗少年剣道大会

で３位に輝いた島根県チームのメンバー、古島廉君です。小学校１年生のとき、兄も入っていた

東郷剣友会に誘われたのが剣道との出会い。以来週２回の飯田小学校体育館での練習で腕を磨い

てきました。６年生になった今年、夏休み前から島根県選抜候補の練習に参加し、大会に出場す

るメンバー６人に選ばれました。大会では中堅として２勝をあげ、見事チームの３位に貢献しま

した。得意技は「コテ」。「緊張すると思ったけど、試合が始まるとそれほどでもなかったです。

得意技は決まらなかったけど、自分の力は出し切れました。負けた相手は振りが速くて強かった

です。」と全国大会の感想を語ってくれました。

　今後の目標は、「県でトップを争う力をつけて、中学校３年生 になった

ときには全国でいい成績を残すようにしたいです。」とのこと。

　大きな目標に向けて、腕を磨き、大きく羽ばたけるように頑張れ、

古島廉君！

隠岐の島町教育委員会
TEL ０８５１２-２-２００６
Mail okidogo@mx.miracle.ne.jp

～ しまのたからもの～～ しまのたからもの～ Ｖｏｌ．３Ｖｏｌ．３

マシュマロアイスをつくっているところ

古島 廉くん（栄町在住）

こじま れん

マ
ラ
ソ
ン
大
会

隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド

～『隠岐国分寺境内』～
お き こくぶんじ けいだい

第１第１９回第１９回

入館者数

登録人数

貸出人数

貸出冊数

18年度

38,983

341

10,896

45,640

増減

－2,268

－70

－569

－538

19年度

36,715

271

10,327

45,102

第１回



社会福祉協議会

１０

№18

E-mail info@oki-fukushi.net

URL http：//www.oki-fukushi.net

社会福祉法人 隠岐の島町社会福祉協議会
ＴＥＬ 08512 (2)0685
ＦＡＸ 08512 (2)4517

企業・団体

会費合計 円

個人 合計納入額 円名特別会員 91

5,605,500
16 1,080,000 （敬称略、順不同）

（平成19年10月15日現在。会費は随時受け付けております。）

個人等 合計納入額 円名協力会員 145 435,000 （敬称略、順不同）

社協会費報告

平成平成19年度年度

　平成19年度社協会費は、下記のとおりとなりました。

地域住民の皆様、各企業・団体並びに社協委員の皆様、

ご協力ありがとうございました。

㈱青田建設

㈲アグリおき

㈲石橋工務所

㈱隠岐三協サッシセンター

㈱隠岐商事

㈲隠岐設備

勝部表装㈲

㈲門脇工務店

㈱金田建設

㈱コスモ建設コンサルタント隠岐支店

㈲酒井材木店

坂本工務店

㈲三友建設

柴木建設㈱

㈱太陽建設コンサルタント

㈱竹田組

徳畑建設㈱

㈲八光建設

㈲日野土建

文栄組

㈱平成建設

㈲マスダ

まる徳合材㈱

㈲水野工務店

㈱野村水道工業所

㈱森確設備

㈲山本工務店

㈱吉崎工務店

㈲吉田建設

㈱渡辺工務店

宇野内科医院

㈲隠岐産機

㈲隠岐第一商事

高梨医院

つつみデンタルクリニック

堤内科医院

社会福祉法人　博愛

半田内科クリニック

社会福祉法人　わかば

㈲隠岐車輌

㈱カーテックス一畑隠岐工場

㈲門脇自動車整備工場

㈲太陽車輌

㈲中西自動車

ホンダカーズ隠岐

㈲柘植文具

㈲服部

ＪＡ隠岐給油所

㈲西郷日石

㈲中田石油店

㈲ワカモト燃料

㈲赤沼電工

㈲安部ガス店

㈱隠岐ガス

㈲西郷マルヰ

中国電力㈱隠岐営業所

㈲早川電機

金峰荘

料亭 寿

アイランドホテルしまじ

ホテル島

ホテルニューかじたに

漁業協同組合ＪＦしまね西郷支所

㈲菊栄漁業

㈲事代丸

㈲天祐丸

祐生水産㈲

ラスベガス

隠岐農業協同組合

㈲池田材木店

㈱エイトコンサルタント隠岐営業所

㈱隠岐印刷

隠岐汽船㈱

隠岐酒造㈱

㈲隠岐中酪

隠岐の島町商工会

隠岐法律事務所

協愛商事㈱

㈱クリーン

㈲経営パートナー

サンテラス㈱

太平ビルサービス㈱隠岐営業所

ダスキン隠岐

㈲釣りキング

天神原印刷所

㈱前川商会

島根県断酒新生会隠岐支部

社会福祉法人ふれあい五箇

協同組合西郷ショッピングセンター

㈲ライフランド

秋庭 ゆみ子

井上 雅夫

大西 利明

小川 吉久

奥元 美貴男

門脇 裕

鍛　 芳子

竹林 行政

佃　 諭

出川 博康

藤田 俊夫

松田 和久

的射 利定

村上 勝

八幡 美恵子

吉田 義隆

和田 伸

赤坂 カツミ

阿波 三省

安藤 コトエ

池田 光代

池本 司朗

宇野 正

大上 一郎

大西 朝子

奥山 ハギイ

尾見 博久

長田 初枝

角脇 一夫

門脇 昭辰

金岡 弘子

河本 一美

神田 利作

岸田 マサミ

清川 庄一

黒沢 フサ子

斉藤 進

斉藤 節子

斉藤 久子

佐藤 シズ

沢井 彰三

白川 一成

須藤 富江

高井 智恵子

高梨 清

高梨 康二

高林 武範

田中 和夫

筑後 一徳

千葉 ヨシ子

茶山 善博

鳥井 勝夫

永海 武美

福浦 あやみ

福浦 直

藤田 陽子

藤野 晃

船田 昇

法正 靖子

松岡 秀明

松田 新五

的地 政雄

見浦 和子

村上 克忠

村上 金春

村上 敬子

村上 武子

村上 益子

村上 静夫

森口 光春

柳原 恊

柳原 三千代

山岡 正美

山根 岩男

山根 末子

山根 友夫

八幡 晃二

八幡 正隆

八幡 朗

湯川 弘子

吉田 運一

吉田 倭文世

吉田 輝美

吉田 光秋

脇田 千代志

斉藤 愛子

斉藤 三善

大槻 寛長

嶋崎 陽子

藤野 カズ子

藤野 正見

平木 吉郎

野津 宮子

林 　信子

邉田 肇

西郷町母子寡婦連絡協議会

その他１名

社協職員48名

渡部 國彦

井上 恵美子

横山 豊栄

加藤 静子

吉井 益子

高橋 洋雄

高橋 徹

佐藤 康子

沙魚川 たきえ

坂本 順子

山本 伸枝

室山 鶴美

柴原 康子

松田 照美

森田 秀子

真野 信子

真野 明夫

１１
社会福祉協議会

　

見
舞
返
し
や
香
典
返
し
と
し
て
次
の
方

々
よ
り
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紙
上
に
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財
は
本
町
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
10
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
）

■
見
舞
御
礼
（
金
一
封
）

　

飯　

美　
　

松　

下　

 

テ
ル
ミ　

様

　

西　

町　
　

池　

田　

 

良　

子　

様

■
香
典
御
礼
（
金
一
封
）

　

今　

津　
　

西　
　

新　
　

屋　

様

　
　

平　
　
　

高　

井　

 

勇　

馬　

様

　

有　

木　
　

池　

田　

 

正　

英　

様

　

東　

町　
　

佐
々
木　
　

 

篤 
 

　

様

　

今　

津　
　

村　

上　

 

速　

雄　

様

　

上　

西　
　

井　

上　

 

徳　

男　

様

　

飯　

美　
　

灘　

脇　
　

 

守　

 
 

様

　

港　

町　
　

橋　

本　

 

徳　

夫　

様

　

岬　

町　
　

藤　

田　

 

繁　

雄　

様

　

中　

町　
　

松　

本　

 

秋　

野　

様

　

都　

万　
　
　

大 

　

 
 
 
 

浜　

 
 

様

　

栄　

町　
　

井　

上　

 

雅　

夫　

様

　

下　

西　
　

広　

兼　

 

克　

彦　

様

　

栄　

町　
　

前　

川　

 

卓　

也　

様

　

東　

町　
　

金　

田　

 

忠　

夫　

様

　

港　

町　
　

中　

尾　

 

清　

枝　

様

　

中　

村　
　

高　

井　

 

ト
ク
子　

様

　

西　

町　
　

藤　

原　

 

正　

美　

様

　

高
槻
市　
　

日　

野　
　

 

眞　
　

様

　

都　

万　
　

池　

田　

 

正　

和　

様

　

都　

万　
　

田　

中　

 

ツ　

ギ　

様

　

下　

西　
　

斉　

藤　

 

ヤ　

イ　

様

■
そ
の
他

 

（
れ
ん
こ
鯛
15
キ
ロ
）

　

り
ょ
う
せ
ん
会 

会
長 

澤
田 

喜
直 

様

善
意
の
花
の
コ
ー
ナ
ー

行 政 区 名
東 町 １
東 町 ２
東 町 ３
東 町 ４
東 町 ５
東 町 ６
東 町 ７
東 町 ８
小 　 計
中 町 １
中 町 ２
中 町 ３
中 町 ４
中 町 ５
中 町 ６
中 町 ７
中 町 ８
中 町 ９
中 町 10
中 町 11
小 　 計
栄 町 １
栄 町 ２
栄 町 ３
栄 町 ４
栄 町 ５
栄 町 ７
栄 町 ８
栄 町 ９
栄 町 10
船 原 団 地
小 　 計

件数 件数 件数 件数 件数 件数
17
17
17
12
15
25
21
31

155
3

15
19
5

15
16
15
14
19
26
16

163
28
47
40
50
24
36
4

22
3
7

261

17
24
11
22
14
10
26
18
15
11
15
21
11
11

226
24
27
18
28
18
19
19
15
25
9

35
13
44
23
8

25
350

25
15
14
4

58
12
19
10
61
3

23
18
28

174
16
21
20
24
14
30
11
16
46
41
49
30
21

339
21
29
29
32

31
21
29
6

18
32
21
15
12
26
14
11
11
19
19
18
1

36
21
1

473
12
2

52
45
27
6
6

24
52
45
18

28
37
42
33

429
30
9

40
23
22
15
9

11
34
33

226
36
38
37
24
22
32

189
28
53

139
65
26
70

119
15
7

31
61
3

617
68
32
22
11
23
80
51
18
19
32
4

22
23
8

47
20
23
19
11

533
1

4,194

行 政 区 名
西 町 １
西 町 ２
西 町 ３
西 町 ４
西 町 ５
西 町 ６
西 町 ７
西 町 ８
西 町 ９
西 町 10
西 町 11
西 町 12
西 町 13
西 町 14
小 　 計
港 町 １
港 町 ２
港 町 ３
港 町 ４
港 町 ５
港 町 ６
港 町 ７
港 町 ８
港 町 ９
港 町 10
港 町 11
港 町 12
港 町 14
港 町 15
港 町 16
港 町 17
小 　 計

行 政 区 名
高 　 井
中 　 岬
先 岬 １
先 岬 ２
小 　 　 計
日 　 　 記
八 田 １
八 田 ２
田 　 　 井
県職員住宅第2
県職員住宅第3
県職員住宅第5
国 公 住 宅
小 　 計
諾 　 浦
愛 　 宕
神 　 原
寿 満 山
　 釜
犬 　 来
津 　 井
上 飯 田
下 飯 田
上 東 郷
下 東 郷
小 　 田
神 　 米
小 　 計
都 万 目
近石真杉上
近石真杉下
皆 　 市

行 政 区 名
倉 　 見
雨 　 来
神 　 谷
西 前 の 原
東 前 の 原
銚 　 子
小 原 田
斉 宮 上
斉 宮 下
池 　 田
有 木 上 組
有 木 中 組
有 木 中 里
尼 寺 山
井奥権現原
大 光 寺
ク ラ ミ 口
月 無 上
月 無 下
島の子ハイツ
小 　 計
荒 　 尾
城山住宅３
下 西 １
下 西 ２
下 西 ３
下 西 ４
教職員住宅２
西 　 田
今 津 東
今 津 西
岸 　 浜

行 政 区 名
箕 　 浦
加 茂 １
加 茂 ２
加 茂 ３
小 　 計
上 元 屋
下 元 屋
浜 　 田
　 上
　 郡
　 湊
松 ヶ 浦
西 村 １
西 村 ２
伊 　 後
小 　 計
飯 　 美
北 　 中
上 　 南
　 家
竹 　 原
卯 　 敷
小 　 計
那 久 路
小 　 路
　 郡
山 　 田
苗 代 田
南 　 方
北 　 方
福 　 浦
長 尾 田

行 政 区 名
　 代
久 　 見
向 ヶ 丘
小 　 計
蛸 　 木
津 　 戸
向 　 陽
塩 の 浜
歌 　 木
釜 　 屋
中 　 里
美 　 田
西 　 里
森 　 里
向 　 山
上 　 里
砂 子 谷
大 津 久
上 那 久
浜 那 久 １
浜 那 久 ２
油 　 井
蔵 　 田
小 　 計
そ の 他
合 　 計

世帯総数 世帯 納入合計額 円一般会員 4,194 4,090,500

　

長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
っ

た
方
々
が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　

的
射 

利
定
（
中
村
）　

吉
井 

益
子
（
西
町
）

　

隠
岐
共
生
学
園

　
　

前
原 

栄
子

島
根
県
知
事
感
謝
状

　

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　

安
部 

吉
三
郎
（
那
久
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　

奥
元 

美
貴
男
（
蛸
木
）
井
上 

恵
美
子
（
栄
町
）

　
　

眞
野 

信
子
（
港
町
）

島
根
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　

隠
岐
の
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

高
村 

順
幸
（
都
万
）　

野
津 

徳
重
（
加
茂
）

　
　

村
尾 

長
太
郎
（
下
西
）

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　

藤
原 

實
（
東
郷
）

隠
岐
の
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

隠
岐
の
島
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会

　
　

大
槻 

寛
長
（
栄
町
）　

室
山 

鶴
美
（
原
田
）

　

隠
岐
共
生
学
園

　
　

松
田 

早
苗　
　
　
　
　

高
梨 

久
美
子

　
　

長
迫 

美
紀　
　
　
　
　

金
田 

和
子

　
　

谷
口 

寿
賀
子　
　
　
　

福
田 

京
子

　
　

八
島 

千
鶴　
　
　
　
　

他
３
名



公民館コーナー

１２

 

秋
の
交
通
安
全
週
間
（
９
月
21
日
～
30

日
）
の
早
朝
、
五
箇
中
学
校
生
徒
会
の
皆

さ
ん
が
、
五
箇
地
内
の
幹
線
道
に
お
い
て

自
分
た
ち
の
作
っ
た
横
断
幕
で
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

横
断
幕
は
、「
安
全
運
転
に
心
が
け
て
！
」

と
「
見
守
り
隊
あ
り
が
と
う
！
」
の
２
枚
。

　

こ
の
活
動
は
、
交
通
弱
者
の
子
ど
も
達

や
お
年
寄
り
に
、
日
頃
か
ら
気
を
配
っ
て

安
全
運
転
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域

の
運
転
者
や
、
安
全
・
安
心
活
動
を
実
施

し
て
い
る
五
箇
子
ど
も
見
守
り
隊
の
皆
さ

ん
に
感
謝
と
祈
り
の
気
持
ち
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

朝
の
微
笑
ま
し
い
光
景
に
、
行
き
交
う

車
の
運
転
者
か
ら
は
温
か
い
視
線
が
向
け

ら
れ
、
ま
た
、
気
を
引
き
締
め
直
し
て
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
て
お
ら
れ
る
様
子
で
し

た
。

　

10
月
３
日（
水
）～
４
日（
木
）の
日
程
で
、

『
第
５
回
あ
け
ぼ
の
教
室
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
旬
を
迎
え
て
い
る
石
見
銀

山
・
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
を
中
心
に
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
今
年
７
月
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
石
見
銀
山
に
行
き
、
龍
源
寺

間
歩
・
五
百
羅
漢
・
銀
山
の
歴
史
あ
る
古

い
町
並
み
な
ど
を
見
学
。
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
出
雲
大
社
か
ら
古
代
出
雲

歴
史
博
物
館
・
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
・
松
江

五
箇
公
民
館

五
箇
公
民
館

西
郷
公
民
館

西
郷
公
民
館

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー五箇子ども見守り隊にも感謝！

安全運転に祈りを込めて！

石見銀山を散策

全員で集合写真

フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
と
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

出
雲
大
社
で
は
拝
殿
・
本
殿
・
神
楽
殿

と
回
り
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

の
願
い
事
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
は
出
雲
大
社
の
す

ぐ
近
く
に
あ
り
、
今
年
の
３
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
施
設
で
す
。
島

根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
ワ
イ
ン
・
ぶ
ど
う
ジ

ュ
ー
ス
の
試
飲
を
楽
し
み
、
松
江
フ
ォ
ー

ゲ
ル
パ
ー
ク
で
は
珍
し
い
鳥
や
花
を
観
賞

し
ま
し
た
。

　

平
均
年
齢
70
才
の
皆
さ
ん
で
す
が
１
泊

２
日
の
研
修
旅
行
を
元
気
に
楽
し
く
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

あ
け
ぼ
の
教
室
で
は
年
間
10
講
座
の
教

室
を
開
催
し
て
お
り
、
残
り
あ
と
５
講
座

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１３
お知らせ

○
内
容　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
入
学
時
や

　

在
学
中
の
資
金
を
融
資

○
対
象　

融
資
対
象
の
学
校
に
入
学
・
在
学

　

す
る
学
生
の
保
護
者
で
、
世
帯
収
入
が
９

　

９
０
万
円
（
事
業
所
得
者
は
７
７
０
万
円
）

　

以
内
の
人

○
融
資
額　

１
人
２
０
０
万
円
以
内

○
利
率　

２
・
５
％

○
返
済
期
間　

10
年
以
内

○
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
払
（
在
学
期

　

間
内
の
元
金
措
置
、
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返

　

済
も
可
能
）

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

国
民
生
活
金
融
公

　

庫
松
江
支
店
（
電
話　

０
８
５
２
‐
２
３

　

‐
２
６
５
１
）

　

隠
岐
の
島
町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
財
団

法
人
「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
助
成
を
受

け
、
下
記
の
と
お
り
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目

的
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
が
実
施

す
る
施
設
や
設
備
に
対
し
て
補
助
を
行
う
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感

に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
地
区
で
は
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

１
．
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

１
）
代
地
区
：
無
線
式
区
長
放
送
設
備
整

　
　
　

備

　

２
）
苗
代
田
地
区
：
無
線
式
区
長
放
送
設

　
　
　

備
整
備

　

３
）
福
浦
地
区
：
無
線
式
区
長
放
送
設
備

　
　
　

整
備

　

４
）
長
尾
田
地
区
：
無
線
式
区
長
放
送
設

　
　
　

備
整
備

　

５
）
久
見
地
区
：
無
線
式
区
長
放
送
設
備

　
　
　

整
備

　

６
）
釜
屋
地
区
：
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
整
備

　

７
）
山
田
地
区
：
集
会
所
備
品
整
備

２
．
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

　

１
）
隠
岐
の
島
自
然
満
喫
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ

　
　
　

ャ
ン
プ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

活
力
活
力

　詳しいことは、島根労働局

労働基準部賃金室（電話０８

５２－３１－１１５８）または、

最寄りの労働基準監督署に

お問い合わせ下さい。

平成１９年１０月１９日改正

島根県最低賃金

１ ．代地区：無線式区長放送設備整備

７ ．山田地区：集会所備品整備 ２ ．苗代田地区（左） 、 ３ ．福浦地区（右）：無線式区長放送設備整備

地
域に

を
！

～
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
～



行事予定

１４

 1日

 2日

 3日

 4日

 5日

 6日

 7日

 8日

 9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

年金相談 13:00～16:00（ふれあいセンター）

8:30～（海音里前、水若酢神社前スタート）

秋の全国火災予防運動～15日まで

ロシア民謡コンサート 
14:00～（文化会館前特設ステージ）

岬ふれあいまつり 10:00～14:00（みんなの作業所）

隠岐乃國伝統芸能祭 13:00～（文化会館）
第2回隠岐の島町水泳競技会 9:30～（温水プール）

西郷公民館文化祭 10:00～（文化会館）～4日まで

年金相談 9:00～12:00（ふれあいセンター）

隠岐養護まつり 10:00～15:00（隠岐養護学校）

防災講演会10:00～12:00（文化会館）
裁判員制度説明会 13:00～16:00（文化会館）

いきいき祭・どんと祭 
9:20～15:00（五箇生涯学習センター前）

隠岐法律相談センター
13:00～15:00（文化会館）※要予約

第59回全隠岐駅伝競走大会

13:00～16:10（西中、西小、大久小、飯田小～文化会館）
確かな学力育成のための実践研究事業研究発表会

●生活保護相談・母子相談
　隠岐の島町福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日８：３０～１７：００
●児童相談
　隠岐の島町子育て支援室
　　℡２－８５７７　平日８：３０～１７：００
●保健所相談窓口
　隠岐保健所　℡　２－９７０１
●島根いのちの電話
　社会福祉法人島根いのちの電話事務局
　　℡0852-32-5985　毎日　９：００～２２：００
●警察の相談窓口電話
　被害者相談　　℡0120－556－491
　悪質商法　　　℡0852－27－4649
　性犯罪　　　　℡0120－110－267
　ストーカー　　℡0852－24－9110
●隠岐法律相談センター予約受付
　　℡0852－21－3450
　※前日1７：０0までに予約が０件の場合は
　　開催しませんのでご了承ください。

各種相談窓口お気軽にご相談ください！

隠岐乃國伝統芸能祭

西郷公民館文化祭

　復活公演となる隠岐国分寺
蓮華会舞をはじめ、西村、久
見、東郷、今津の神楽保存会
など、隠岐の伝統芸能が一堂
に会します。入場無料。

　２日間にわたって行われる恒例
の文化祭です。作品展示や文化グ
ループ発表会、また共催事業とし
てしまね映画祭やロシア民謡コン
サートなども行われます。

と　き：11月25日（日）
ところ：隠岐島文化会館

と　き：11月3日（土）
・4日（日）

ところ：隠岐島文化会館

金

金

金

金

金

土

土

土

土

日

日

日

日

月

月

月

月

火

火

火

火

水

水

水

水

木

木

木

木

木

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

勤労感謝の日

文化の日

ピックアップ

１５
広　　告

中国電力（株）
隠岐営業所

島根県隠岐
合同庁舎

西郷湾

国道４８５号線

Ｐ

ドコモショップ隠岐店
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一
・
月
・
一
・
話

一
・
月
・
一
・
話

「
偽
」
と
い
う
漢
字
は
「
人
の
為
」
と
書
き
ま

す
が
、
意
味
は
「
人
が
為
す
」
の
方
で
「
つ
く
り

ご
と
」、
つ
ま
り
意
図
を
持
っ
て
不
自
然
に
で
っ

ち
上
げ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
が
あ
ふ
れ
る
現
代
社
会
で
は
、

時
と
し
て
偽
物
が
本
物
よ
り
も
て
は
や
さ
れ
ま

す
。
偽
物
は
「
つ
く
り
ご
と
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に

巧
妙
に
計
算
さ
れ
て
い
て
、
魅
力
的
に
映
る
よ
う

に
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

放
送
技
術
の
発
達
で
都
市
と
地
方
の
情
報
格
差
は

縮
ま
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
「
魅
力

的
な
偽
物
」
に
ふ
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
隠
岐
の
島
町
に
は
、
歴
史
、
自
然
、

伝
統
文
化
、
そ
の
他
に
も
「
つ
く
り
ご
と
」
で
は

な
い
た
く
さ
ん
の
「
本
物
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
日

の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
情
報
の
波
の
中
で
、
身
近

に
あ
る
は
ず
の
「
本
物
」
に
目
を
向
け
る
機
会
は

少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
最
後
に
人
の
心
を
動

か
す
の
は
「
き
ら
び
や
か
な
偽
物
」
で
は
な
く
、

や
は
り
重
み
を
持
っ
た
「
本
物
」
で
す
。

情
報
過
多
で
確
か
な
も
の
が
見
え
に
く
い
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
「
本
物
」
は
い
っ
そ
う
得
が
た

く
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報
誌
で
も
そ
ん
な
「
本

物
」
の
魅
力
を
で
き
る
だ
け
お
伝
え
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 　

（
安
）

   

   

 
世 数

人口

男

女

帯

お し11
表紙題字　　脇田 泰造氏（下西）

隠
岐
牛
突
き
の
本
場
所
千
秋
楽
と
な
る

一
夜
嶽
牛
突
大
会
が
、
10
月
13
日
（
土
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
牛
突
き
本
場
所
は
、
９
月
１
日
の

八
朔
大
会
が
８
月
末
の
豪
雨
災
害
を
受
け
て

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
一
夜
嶽
大
会
と

８
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
夏
場
所
大
会
の

２
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
引
き
分
け
４
番
、
勝
負
２
番
の

計
６
番
の
取
組
が
あ
り
、
観
戦
に
訪
れ
た
人

た
ち
は
大
き
な
声
で
声
援
を
送
り
な
が
ら
、

久
し
ぶ
り
の
牛
突
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

４つの足を一杯に踏ん張って角を突き合わせます

みなさんご存知のコウノトリ 「幸」。 一昨年１０月に飛来

してからこの１０月で定住２周年を迎えました。

現在は重栖干拓地付近で過ごすことが多いようです。

これからもできるだけ長くとどまって欲しいものです。

祝 ２周年

一
夜
嶽
牛
突
大

一
夜
嶽
牛
突
大
会

今
年
最
後
の
本
場
所
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